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はじめに
自己免疫性溶血性貧血（autoimmune hemolytic

anemia，AIHA）は，赤血球膜上の抗原と反応する
自己抗体が産生され，抗原抗体反応の結果赤血球
が障害を受け，赤血球寿命が著しく短縮（溶血）し，
貧血をきたす疾患である．また直接抗グロブリン
試験陽性患者への輸血は最小限にとどめるべきと
されている．今回我々は，温式自己抗体による
AIHAに対して副腎皮質ステロイド薬にて治療中
で，血液学的寛解状態にある患者の待機的手術時
に，貯血式自己血輸血を実施したので，経過を報
告する．

症 例
患 者：68 歳，女性．
既往歴：特記すべきことなし．
現病歴：2004 年 10 月（67 歳時），貧血精査にて

当院血液内科入院となる．末梢血では，WBC
4,200�µl，RBC 2.14×106�µl，Hb 7.3g�dl，Ht 23.2％，
MCV 108.3µm3，MCH 34.1pg，MCHC 31.5％，Plt
40.2×104�µlと大球性の貧血を認め，網状赤血球
は 169‰と上昇していた．血液生化学では LDH
332U�l（119～229），総ビリルビンT.B 1.8mg�dl

（直接ビリルビン 0.4mg�dl）と高値で，ハプトグロ

ビン（Hpt）は測定感度未満と低下していた．血清
学的検査では，間接抗グロブリン試験 3＋，直接抗
グロブリン試験 3＋であり，抗 IgG 3＋，抗 C3b，
抗 C3d 1＋であった．血液型はA，RhD（＋），CDe
であり，また不規則抗体は，抗 e様反応を示す温
式自己抗体が検出されたが，同種抗体は検出され
なかった．温式AIHAと診断し，副腎皮質ステロ
イド薬である prednisolone（PSL）40mg�日にて治
療を開始した．経過は順調で，PSLを漸減し，外
来にて PSL 10mg�日にて維持していた．2005 年 3
月，右臀部痛あり，精査にて右大腿骨頭壊死と診
断された．5月 10 日，Hb 12.5g�dl，LDH 236U�l，
T.B 0.5mg�dl，直接抗グロブリン試験 3＋と
AIHAは血液学的寛解にあり，自己血貯血を 11
日と 18 日術前に 400mlずつ行い，自己赤血球
MAPと自己クリオ作製のため脱クリオFFPと
して保存した．術前，Hb 10.6g�dl，Hpt 104mg�dl

で，31 日全身麻酔下にて，人工骨頭置換術を行っ
た．出血量は 600mlで，貯血自己血MAP 4 単位と
FFP 2 単位に加えて，術中回収式自己血の輸血を
行った．術後経過は順調で，6月 1日，Hb 9.1g�dl，
LDH 297U�l，T.B 0.7mg�dl，Hpt 54.0mg�dlと明ら
かな溶血を認めなかった．
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考 察
AIHA症例では輸血はできる限りさけるべきと

するのが一般論である1）．今回我々はAIHAの血
液学的寛解状態の患者に待機的手術時に貯血式自
己輸血を施行した．温式AIHAの自己抗体は原則
として IgGクラスで，IgG抗体を結合した赤血球
は貪食細胞の IgG Fc レセプターによって識別さ
れ，貪食を受けて細胞内で崩壊する（血管外溶
血）1）．AIHAのコントロールができ，自己血貯血
基準であるHb 11g�dlを満たし，また自己血輸血
により同種抗体の産生を回避する目的で，自己血
貯血を試み，赤血球MAPとして保存した．輸血
時，目視にても変化は見られなかった．また輸血
後Hpt 等を測定したが，激しい溶血は認められな
かった．AIHA患者に周術期において自己血輸血
を行った報告は今まで 2例しかない2）3）．永納らの

報告では2），自己抗体は抗 e抗体と Rh系の抗-pdl
抗体であり，AIHAは非寛解であった．五十嵐ら
の報告では3），温式自己抗体を検出し，AIHAは血
液学的寛解であった．いずれも希釈式自己血輸血
を施行している．本症例のように，血液学的寛解
状態のAIHA患者の待機手術時には，貯血式自己
血輸血も考慮すべきと考えられた．
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